覇王の羅針盤は最初に「二股の連続解」を指した。で、

　　　　　　　　　　無限反射　　　　　　モデルA　　　　　　　軌道（適当）

と続いた。

空間　という言葉を二種類の意味で使ってる。

　　　最初は自分でもよく分からなかった。

　　　二股の連続解　と　無限反射　以降の違い。


　　　　　　　　　　　　　　　　二股の連続解って言うのは、全体像

　　　 universe

対して、無限反射　以降は


                                        その中での事。





いつの間にか、これら、全体の中の小さな塊を「全体である」と捉えてしまっていた。
それで、当初、二股の連続解で使っていた空間と言う言葉を、これら小さな塊も使い始めてしまった。この二つの空間。全く違う。

アインシュタインの間違いだ。
言葉を変えた方が良いなと思いながら、今もそのまま使ってる。

二種類の「空間」

